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北東アジア動向分析

2011年 2012年 2013年 2014年1―6月

中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江 中国 遼寧 吉林 黒龍江

経済成長率（実質） ％ 9.3 12.2 13.8 12.3 7.7 9.5 12.0 10.0 7.7 8.7 8.3 8.0 7.4 7.2 6.8 4.8

工業生産伸び率（付加価値額） ％ 13.9 14.9 18.8 13.5 10.0 9.9 14.1 10.5 9.7 9.6 9.6 6.9 8.8 8.3 5.9 2.0

固定資産投資伸び率（名目） ％ 23.8 30.2 30.3 33.7 20.3 23.5 30.5 30.0 19.6 15.1 20.0 24.0 17.3 13.1 17.0 1.6

社会消費品小売額伸び率（名目） ％ 17.1 17.5 17.5 17.6 14.3 15.7 16.0 15.9 13.1 13.7 13.7 13.8 12.1 12.4 12.1 12.3

輸出入収支 億ドル 1,551.0 61.2 ▲ 120.5 ▲ 31.7 2,311.0 119.1 ▲ 126.1 ▲ 89.5 2,592.0 148.0 ▲ 123.4 ▲ 64.2 1,209.0 31.3 ▲ 71.8 ▲ 296.1

輸出伸び率 ％ 20.3 18.4 11.7 8.5 7.9 13.5 19.7 ▲ 18.3 7.9 11.4 12.9 12.4 0.9 0.4 ▲ 20.0 ▲ 39.0

輸入伸び率 ％ 24.9 19.6 37.8 130.0 4.3 2.5 8.9 12.2 7.3 7.8 2.8 ▲ 2.2 1.5 13.6 10.6 ▲ 10.9

（注）前年同期比
　 　 工業生産は、一定規模以上の工業企業のみを対象とする。2011年１月には、一定規模以上の工業企業の最低基準をこれまでの本業の年間売上高500万元から

2,000万元に引き上げた。
　 　2011年１月以降、固定資産投資は500万元以上の投資プロジェクトを統計の対象とするが、農村家計を含まない。

（出所） 『中国統計年鑑』2013年版、『遼寧統計年鑑』2013年版、『黒龍江統計年鑑』2013年版、『吉林統計年鑑』2013年版、『遼寧日報』2014年７月29日付、『吉林
日報』2014年７月25日付、中国国家統計局、遼寧省統計局、吉林省統計局、黒龍江省統計局、黒龍江省商務庁および国家発展改革委員会東北振興司の資料
より作成

中国

東北三省の経済成長率は全国平均を下回る

　2014年上半期の東北三省の地域内総生産（GRP）は、遼
寧省が前年同期比7.2％増の１兆3,207.5億元、吉林省が同
6.8％増の5,141.7億元、黒龍江省が同4.8％増の5,672.3億元
となり、三省とも全国平均（同7.4％増）を下回った。『中
国企業報』2014年８月12日の記事によれば、全国31省・直
轄市・自治区のうち、遼寧省のGRP成長率は25位、吉林省
は28位、黒龍江省は最下位であった。
　工業生産の動向をみると、2014年上半期の一定規模以上
の工業企業（本業の年間売上2,000万元以上）の付加価値
額では、遼寧省が前年同期比8.3％増、吉林省が同5.9％増、
黒龍江省が同２％増であった。黒龍江省は全国平均（同
8.8％増）を大きく下回った。遼寧省の４大基幹産業であ
る装備製造、冶金、農産品加工、石油化学の付加価値額の
伸び率はそれぞれ10.7％、９％、８％、3.9％となり、石油
化学の伸び率が低かった。
　投資動向を示す2014年上半期の固定資産投資額（農家除
く）をみると、遼寧省は前年同期比13.1％増の１兆2,656.7
億元となり、産業別では第１次産業が同4.6％増、第２次
産業が同14.5％増、第３次産業が同12.3％増となり、第２
次産業の増加が高かった。吉林省は前年同期比17.0％増

（4,155.7億元）、黒龍江省が同1.6％増であった。三省の伸
び率はいずれも全国平均水準（同17.3％増）を下回り、黒
龍江省は特に低かった。
　消費の動向をみると、2014年上半期の社会消費品小売総
額は、遼寧省が前年同期比12.4％増（5,637.7億元）、吉林
省が同12.1％増（2,843.6億元）、黒龍江省が同12.3％増とな
り、全国平均（同12.1％）とほぼ同じ水準であった。吉林
省では、一定規模以上（１億元以上）の社会消費品小売総
額の成長率は同11.9％増（2,564.4億元）で、それ以外の中
小企業による小売総額の増加率は同13.6％増（279.2億元）

となり、一定規模以上を上回った。
　2014年上半期の貿易動向をみると、輸出の伸び率は、遼
寧省が前年同期比0.4％増（305億ドル）と全国平均（同0.9％）
に近い数字となったが、吉林省は同20.0％減（26.79億ドル）、
黒龍江省が同39％減（341.4億ドル）と大幅に後退した。
輸入の伸び率は、遼寧省が13.6％増（273.7億ドル）、吉林
省が10.6％増（98.61億ドル）と全国平均（同1.5％増）を
上回ったが、黒龍江省は10.9％減（637.5億ドル）と全国平
均を大きく下回った。
　2014年上半期の消費者物価指数（CPI）については、遼
寧省が前期比1.7％上昇、吉林省が同2.1％上昇、黒龍江省
が同1.6％上昇となり、全国平均値（同2.3％上昇）とほぼ
同程度であった。遼寧省の物価変動を製品別でみると、食
品類は同2.6％上昇、居住は同1.5％上昇、医療保健及び個
人用品は同1.3％上昇、煙草・酒及び関連製品は同0.2％上昇、
衣類は同2.1％上昇となり、食品の上昇率が高かった。

国務院は東北振興に新たな支援策を公表

　東北経済は昨年から低迷状態が続いており、2014年に
入って全国平均を下回り、特に黒龍江省の成長率は全国最
下位となったことから、国務院は８月８日に新たな支援策
として「近頃の東北振興を支援するための若干の重要な政
策と措置の意見」を打ち出した。既存の東北振興策は「工
業構造の転換」、「経済体制改革」、「インフラ整備」、「産業
の空間的構造の改善」などを強調していたが、新しい支援
策では「市場の活力」、「国有企業改革」、「イノベーション」、

「産業競争力」、「農業の持続的発展」などを重要視してい
るように思える。東北振興政策が実施されて十年余り経過
したが、東北経済は資源・エネルギー依存、重工業依存か
ら脱却できたとは言い難い。今後、政府投資による経済成
長ではなく、市場の力を育成し、民間資本や外資系企業が
活躍できる環境整備に取り組むことが求められよう。

（ERINA調査研究部研究主任　穆尭芋）


